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２．クラスターＣの設計コンセプト

人にやさしい、自然にやさしい建築
①周辺住民への配慮
・建物を小さなボリュームに分割し、大きな壁面

をつくらないようにする。
・大型実験室を住宅地側の地下に埋め、屋上

緑化を図ることにより、壁面後退距離を大きく 見
せる。
・縦横の隣棟間隔を広くとることによって、視界

が通るように計画する。
・住宅地側に大きな緑地ゾーンを確保し、遊歩 道

兼メンテ用道路を設ける。
・周辺道路の高低差に合わせて、建物の高さを

抑え、景観に配慮する。

②その他
・実験室（ヘビーなゾーン）を地下に、居室的な 教

官室・研究室（ライトなゾーン）を上階に配置 し、断
面的にゾーニングする。
・南東側に増築スペースを確保する。

１．クラスターＣの与条件

与条件の整理
①敷地条件、法的規制

細谷公園の位置変更、地区計画（Ｈ＝１５ｍ、
建ぺい率３５％）の策定、住宅地と自然に囲ま れ
た高低差２５ｍの傾斜地

②周辺住民への配慮
プライバシーの確保、景観への配慮、住宅地 と

自然に囲まれた風景との調和
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改善案原 案

クラスターＤ
約18ha
情報学研究科
ゾーン

クラスターＤ
約18ha
情報学研究科
ゾーン

クラスターＤ
約18ha
情報学研究科
ゾーン

クラスターＤ
約18ha
情報学研究科
ゾーン

クラスターＣ
約6ha
物理系・建築系・
地球系ゾーン

クラスターＣ
約6ha
物理系・建築系・
地球系ゾーン

クラスターＣ
約6ha
物理系・建築系・
地球系ゾーン

クラスターＣ
約6ha
物理系・建築系・
地球系ゾーン

クラスターＡ
約8ha
化学系・電気系
ゾーン

クラスターＡ
約8ha
化学系・電気系
ゾーン

クラスターＡ
約8ha
化学系・電気系
ゾーン

クラスターＡ
約8ha
化学系・電気系
ゾーン

Kyoto UnivProject  21 桂桂

クラスターＢ
約5ha
共通施設ゾーン

クラスターＢ
約5ha
共通施設ゾーン

クラスターＢ
約5ha
共通施設ゾーン

クラスターＢ
約5ha
共通施設ゾーン

kikaku
資料５　住民説明関係資料



kikaku
資料５　住民説明関係資料


	…N…›…X…^†[‡b…C…††[…W’}.pdf
	鳥瞰イメージ図




